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ーー 


較 間 議 | 還 の 間 れ 家 に 向かう 六 中 で ヶ ガ 人 の 有馬 
暗く 、 掴 れる 車内 で 皮 急 の オペ が 始ま る 。 


The patient's Life iS in vour hands ! 


創 時 回 03:45:26 回 03:49:54 


編 義 晶 思 04:54:86 回 04:55:0 切開 し た 部 位 の 閉 創 処置 を 行なう つの づき ノ 外傷 処置 と 切開 目 四 04:44:98 四 04:47:79 

バイ タル を 99 ま で 回 復 し 、 腹 部 を 消毒 し て 切開  N。 芝 へ ( 閉 創 本 P35 ) 有 ペン ライ ト を 調整 し 、 腹 部 を 照ら す の これ 以降 、 一定 間 隔て 術 野 揺れ が 起 

( バイ タル 回 復 一 P33、 切 開 一 P34) 9 が 和 ァ ン ジュ が 向 | 
』 The patient i9 saved ! し 裂傷 を 縫合 し 、 切 り 傷 を 治療 の 2 本 ト 
肝 腺 の 処置 1 回 04:22:08 回 04:24:30 ( 表 傷 -P33、 切 り 傷 P33) IT 

3 琶 に 対応 し た 色 の 血清 を 投 、 ガイ ドラ イ | N ヽ KM 
CU 細っ で 中 部 を 切開 する 人) ペン ライ ト を 調整 し 、 右 腕 を 照ら す の る 

⑪ (トリ ー テ ィ ーP50 ) 告 。 ぞ ぞ ※ だ ) ) 1O 証 HONHHHIIIIIIIIIIIT O⑪: 

で 回 還 器 う し 裂傷 x2 を 締 合 し 、 切 り 傷 を 治療 の 区 / 

Q) 購 3 ー 初め か ら 色 の 数 が 増え て お り 、 Q) 
AM | 人 、 / BN ニテ ィ の 吉井 れ る 、 (製作 プーP33、 切 り 傷 つ P33 8 
1 語 リ ー テ ィ ーF80 ちな み に 同じ 色 は 選ば れ な い 。 に 

ーー 記 ) 石 腕 を 消毒 し て 切開 ( 切開 一 P34.) 

還 細 上 切開 し た 毒 台 室 X3 を 摘出 し 、 追 加 ト レ イ に ある 人 ンプ . 信 へ 上 

ey 講和 [骨折 処置 1 四 . 還 04:21:30 04:36:26 | 」 | 

こ ( トリー ティーP50 ) 刺さ っ て いる 骨 片 を 回 収 (異物 除去 1ーP35 ) レノ | 」 / 4 SN の SM ) 

』 「 ! / 」 う 外傷 の 処置 で 治療 する ( 

Re ぎ 。 回 同様 に 投 ち する 自 清 の 量 は 人 箱 野 揺れ が 発生 ( 術 野 揺れ 一 P39) MAN 〇 

①D (バイ タル 回 復 ーP33、 ト リー ティ ーP50) 「 み 仙 人 和 吉 の 1/3 ほ ど あ れ ば 十分 。 必 要 な 「 「 

量 を 覚え 、 吸 引 時 間 を 短縮 し よう 。 W 


Bl ( 由 刺 さっ て いる 骨 片 x 2 を 回 収 ( 異物 除去 I…P35 ) ン 
表 ト リー ティ 3 に 対応 し た 色 の 血清 を 投与 し て ダメ w。 2 TA) 共 他 


ーー ジ を 与え る (トリ ー テ ィ ーP50 ) 


ペン ライ ト を 調整 し 、 右 腕 の 肘 部 分 を 照ら す と 
『 〇 、③ の 手順 で トリ ー テ ィ x3 に ダメ ー ジ を 与え る W U 術 野 揺れ に 注意 し 、 刺 さっ て いる 骨 片 X3 を 回 収 ン 
( トリー ティーP50 ) ~ ( 術 野 揺れ 一 P39、 異 物 除去 1 一 P35 ) 
「 押 TI 、 | _ 腕 呈 識 二 休 投 与 する 色 を 間違え た 場合 は 、 ト リー 
人 バイ タル を 回 復 ( バイ タル 回 復 一 P33 ) 。 「 NR@ 頑 ティ の 処置 は 中 断 し 、 バイ タル を 回 復 11 骨 片 の 傷口 x6 を 治 台 療 ( 異物 除去 1ーP35 ) 信 
め 較 還 族 く | し つつ 、 毒 矯 室 の 治療 を し よう 。 左 図 は 晴 導 の な か で 行 な 
トリー ティ の 色 が 1 色 増え 、 血 清 が 追加 させ る 骨折 処置 2 回 回 03:38:51 男 04:12:56 6 7 
べつ お 0 人 半 の 骨 片 の 場所 を 示し て いる 。 
山 ) 肝 左 の 処置 2 旧名 03:51:36 四 03:55:48 
ーー W 9 上 ) 術 野 揺 れ に 注意 し 、 追加 トレ イ に ある 骨 片 を 図 ア ン 
( ト 誠 の trP50) を 参照 し て 設置 ( 骨折 処置 一 P37 ) 
人 ミ 黒色 の トリ ー テ ィ が 出現 し 、 い ちば ん 左 4 の 
イイ 1 0 ーー ーッ ニーバ > 4 / い の 
2 作 U)O.O の 手順 で トリ ー テ ィ X3 に ダメ ー ジ を 与え る W に 4 間 昌 TS 0 れ る 。 これ UL) 〇 、⑤ の 手順 を 繰り 返し 、 残り の 骨 片 X5 を 図 ア  .〆 ン ペグ 
(トリ ー テ ィ ーP50) グ ーー NM を 参照 し て 設置 (骨折 処置 -P37) 
人 LO、O の 手順 で トリ ー テ ィ x 3 に ダメ ー ジ を 与え る w 午 ) 設置 し た 骨 片 X6 を 定着 させ る と 」 
(トリ ー テ ィ ーP50 ) (骨折 処置 一 P37) 
13 9、 の 手順 で トリ ー テ ィ x 3 に ダメ ー ジ を 与え て W 2 議 、 、 NN 閉 創 四 : 回 03:26.96 回 04:02:28 
消滅 させ る 4 | 同人 5 公 に 増え て も 対処 法 は 同じ 。 出現 切開 し た 部 位 の 閉 創 処置 を 行なう の すう 少 
(トリ ー テ ィ ーP50 ) レン 0 、 N 誠 時 の 色 を 覚え て 、 無 色 に な っ た トリ ー テ ( 閉 創 P35) 


ィ に 同じ 色 の 血清 を 投与 し よう 。 


左 図 中 一応 が 回 収 し た 骨 片 。 回 収 し た 骨 を 右 図 の 記号 位置 に 設置 する 必 
要 が ある 。 


The patient is saved ! 


SPECIAL BONUS 


SPECIAL BONUS eee RANK 


+dAd 008 If9 1IVI9HH0 Sn ロ ヨ つ On ロマ つ バ 
+dAd 008 コ dII9 1VI9HH0 Sn ロ ヨ づつ ロロ ロマ つ 


PPP radMlowhxiawilusnt 介 Lototd 全 Ao に No| SPECIAL BONUS 氏 得 和 件 ”。。 | EASY | NORMAL| HARD | 押 得 スコ ア ソス コア 

| 1 | Miss 判定 無し 人 昌 | | 300 上 識 C | 70o 夫 着 NEISOSIS 了 四 症 阿 En | 320 未満 

| | OOO 秒 LE 間 し て 手術 終了 ヲ ※1 | 120 | 150 | 180 | 700 | 旧 B | zo=7eeg | 3 | OOO 和 上 攻 し て 手箱 坪 7 ※ | 120 | 150 | 240 | 700 | き 二 議 ー4r99 

_3 NN CHAIN の 〇 以上 ] _20 関 30 40 」 600 ] | 0 い 7900 一 ' 8199  a | | MAX CHAIN OOC 以 上 W 光 締 虹 25 | 20 | 35 HI) 衝 600 | | 7 制 4200 5199 | 

騙 | 再発 生 個数 が 〇 個 下 ※2 | 3 | 2 | 1 | 400 剛 8 | seo<se | | 4 | 60glEOO 以 ER 本 | 981?%|95 ら |.20 議 Bl 5200C8697「 
今 表示 で は 、EASY が 200、NORMAL が 230、HARD が 300 ※2… バ 初期 配 置け 含ま れ な い | XS | 。 8500B 上 | MNO XS ) ssogt 


